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同窓会通信－野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  

酪農学園の現況（2021年度） 
 

〇酪農学園大学（2021.5.1） 

学生数：3,336名 

（大学3,268名、大学院68名） 

教職員：332名（教員178名、職員154名） 

〇とわの森三愛高等学校（2021.5.1） 

生徒数：1,057名 

（全日制：普通科779名、 

 アグリクリエイト科109名） 

（通信制：普通科148名、 

  農食環境学科 21名） 

教職員：69名（教諭56名 職員13名） 

 

入試状況（2021年度入試） 

〇酪農学園大学 

 総定員７００名 入学者数６７１名 

〇とわの森三愛高校 

 総定員３００名 入学者数３５０名 

 

 

 

  

 

 各地区や支部で開催される同窓会に多く

の同窓生が楽しんで出席していただけるよ

うな同窓会を目指したいと思います。その

ためには同窓生が同窓会に何を望んでいる

か、多くの同窓生にお会いしてお話を伺い

たいと思います。また多くの同窓生は母校

を訪れ母校の現状を知り母校の発展の様子

をご自分の目で確かめたいのではないで

しょうか。同時に学生時代にお世話になっ

た恩師や多感な青春時代にともに学び夢を

語り合った仲間に会いたいと思っている同

窓生が多いことと思います。ホームカミン

グデーがまさにそのための行事です。学園

が同窓生を歓迎する体制を整えていただく

ようにお願いし、同窓会としても多くの恩

師や同窓生が一堂に会するようなイベント

を企画し、キャンパスに同窓生があふれる

ようなホームカミングデーに育てていけた

らと思っています。同窓生が学園に集い、

学園を想う気持ちを強くしていただくこと

が学園の発展につながると信じておりま

す。 

 最後に、まだしばらく続きそうな新型コ

ロナウイルス感染症にはご自身で防御する

ことを心がけ、健康でお過ごしいただくこ

とを祈念し、会長就任の挨拶といたしま

す。 
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２０２1年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７１７名 

 大   学 計   ３３，０５８名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，１２７名 

 合 計 計   ６５，３８９名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    ９１，５１７名 

   総合計    １５７，２０９名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

酪農学園同窓会からのお知らせ 

会長就任挨拶 

会長 加藤清雄 

 酪農学園同窓会の会員ならびに関係者の皆様

におかれましては、ますますご清栄のこととお

喜び申し上げます。同窓生の皆様、いかがお過

ごしでしょうか。新型コロナウイルス感染症対

策が行動規制からウイズコロナ対策に転じ、行

動は制限されないものの感染の危険性がなく

なったわけではなく、不安を感じながら活動を

開始されている方が多いことと思います。 

 2年以上対面による同窓会の会議が開催でき

ませんでしたが、ようやく4月22日に理事会

が、5月21日に理事・代議員会が開催され、会

長に選任された加藤清雄でございます。1972年

に獣医学科を卒業し、1977年より獣医学科教員

として獣医生理学を担当し、また獣医保健看護

学類開設後は動物理学療法学ユニットを担当

し、2014年に定年退職いたしました。同窓会の

活動については、獣医学部の同窓会を中心に会

長を支える立場で活動して参りました。酪農学

園同窓会の構成組織である単位同窓会でも会長

職を担った経験はございませんが、全力で酪農

学園同窓会の発展に努力する所存です。よろし

くお願いいたします。 

 同窓会設立の目的は、会員相互の親睦交流と

酪農学園の建学の精神を広く社会に啓発し、か

つ自らの実践を図り、併せて酪農学園の発展に

寄与することと謳われています。 

 この目的が達成できるように同窓会の組織を

確立し同窓会の活性化を促進することが会長の

使命だと思っています。 



同窓会開催報告            

第６巻 第１０号（通号７１号） 

２０２２年度 理事会開催報告 

 ４月２２日（金）午後２時から新さっぽろアークシティホテ

ル４階ハマナスを会場に２０２２年度の理事会が開催された。

例年は同窓生会館での開催であるが、コロナ禍での感染対策

上、学外での２年ぶりの対面開催となった。遠くは福岡県、大

阪府、石川県県、千葉県、東京都からもご出席いただき、１７

名での開催となり、活発な議論が行われた。 

 加藤清雄会長代行から開会挨拶が行われた。議事は会則によ

り会長代行が議長となり、進行した。議事録署名人には野英二

理事と中出哲也理事を選出した。 

 

 議案では２０２１年度事業報告並びに収支決算報告が行なわ

れ、事務局より議案書に基づき、事業報告を行なった。内容

は、全体概要および事業計画に基づく収支決算報告として一般

会計および特別会計、監査結果が報告され、原案通り承認され

た。 

 続いて各単位同窓会・地区支部活動報告では各単位同窓会会

長等並びに地区会長等から資料に基づき活動報告が行われた。 

 

 次に２０２２年度の事業計画と収支予算について（案）が事

務局より議案書に基づき、事業計画案並びに収支予算案につい

て提案し、原案通り承認された。 

 また本年度は代議員改選期であり、資料により原案が提案さ

れ、新任６名を含む提案が承認された。 

 

 昨年度の役員改選で懸案となっていた会長・副会長の選任に

ついて、選考委員会で選定し、会長候補に加藤清雄氏、副会長

候補に岡田勉氏、単位同窓会長３名（浅野政輝氏、黒澤敬三

氏、野英二氏）を選定した。 

 その他では積み残し課題４点について、取り進め方等の協議

が行われた。残念ながら時間が足りず、途中で打ち切らざるを

得ない結果となった。 

 最後に岡田勉副会長から閉会の挨拶が行われ、 ３時間を超

える理事会を終了した。 
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2022年度 理事会・代議員会開催報告 

 足掛け三年ぶりとなる新緑の５月末の２１日（土）午後３時

から約２時間、新札幌の「新さっぽろアークシティホテル」

アークホールを会場に２０２２年度の理事会・代議員会が開催

されました。 

 南は宮崎から北は十勝までの地区支部役員と単位同窓会役員

総勢３９名の出席により開催された。会議に先立ち、２０１９

年度からご逝去された同窓会役員や支部長等への黙祷が行なわ

れた。 

 理事会・代議員会の成立要件の確認後、議長に南繁氏、議事

録署名人に新谷良一氏、加藤浩氏の両代議員を選任した。南議

長の進行により議事が進められた。 

 議案では１）２０２１年度事業報告並びに収支決算につい

て。事務局から事業報告、決算報告ののち、伊藤明美監事から

監査報告をいただいた。 

２）各単位同窓会・地区支部活動報告については各地区会長・

支部長や単位同窓会長等からそれぞれの地区や単位同窓会の活

動内容が報告された。大半の地区支部においてコロナ禍のため

例年のような活動が出来なかったことが報告された。 

３）２０２２年度事業計画並びに収支予算案が提案され、承認

された。 

４）任期満了に伴う代議員改選案が提案され、新代議員には村

田耕一郎氏、山本務氏、藤崎英廣氏、東光昭氏、秋吉珠早氏、

稲場葵氏が選出された。 

５）会長・副会長の選任について提案され、原案を承認した。

コロナ禍のため昨年度の役員改選時に未選出の会長・副会長の

選考について、樺木野選考委員長から経過が報告され、次の

方々は選任された。会長に加藤清雄氏、浅野政輝氏、黒澤敬三

氏、野英二氏、岡田勉氏。 

６）その他（積み残し課題）では、経過報告の資料４点と会長

代行の提案文書により質疑応答が行われ、一部修正や削除も含

め、提案文書を承認した。統合問題と会則検討については今後

は検討委員会を設けて次年度総会に提案することになった。 

最後に議長解任のあと、岡田勉副会長から閉会挨拶が行われ

た。 

例年開催している学園役員をご招待しての懇親会はコロナ禍

のため、中止として、会議出席者にはお弁当をお持ち帰りいた

だいた。 

 

 

 

  

 



ホームカミングデー開催報告            
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２０２２年度ホームカミングデー開催報告 

 

 ７月２日（土）、黒澤記念講堂を会場に第２９回を迎える

ホームカミングデーが白樺祭（大学祭）との同時開催として３

年ぶりに８０名の参加者により開催されました。 

 当日は、１２時半から加藤清雄同窓会長の開会挨拶に続き、

記念礼拝（物故者追悼を含む）が朴美愛学園宗教主事の司式で

行われました。讃美歌４０３番を合唱し、聖書の朗読後、昨年

の７月以降にご逝去された同窓生、旧職員一人一人のご芳名を

司会の野英二同窓会副会長が紹介しました。 

 その後、朴美愛主教主事からコロナ禍や今日の社会情勢から

「苦難から希望へ」のテーマで説教奨励をいただき、最後に酪

農讃歌を全員で合唱して記念礼拝を終了しました。 

 続いて行われた記念講演に先立ち、酪農学園を代表して谷山

弘行理事長から学園状況や講演紹介のご挨拶を頂戴しました。   

 記念講演は、同窓生代表の下村善計氏（大学農業経済学科２

９期生）を講師として、「酪聯（連）の精神を未来につなぐ」

と題してご講演いただきました。 

 下村さんは自己紹介ののち酪連の創業（酪連精神、北海道酪

農義塾、酪農補導業務）、雪印メグミルクグループの存在意義

や志（社会課題、酪農貢献、持続可能な酪農生産への貢献）を

スライドにより丁寧に説明いただきました。 

 むすびとして、「今日の酪農学園と雪印メグミルクｸﾞﾙｰﾌﾟが

存在しているのは、黒澤酉蔵翁の精神を受け継ぎ、今に繋いで

きたことに他ならない。如何にその精神や信念が崇高で後世の

人々に感銘や影響を与えてきたことの証でもある。」「雪印と

酪農学園はルーツと精神を同じくする。今後とも、ともに発展

していきたい」と述べました。 

 続いて本学名誉教授で農業経済学科４期卒の工藤英一氏から

「江別市の農業・地域おこし運動」と題してご講演をいただき

ました。工藤先生はまず、江別市の農業や産業は人々のつなが

りで成り立つと述べ、地域とのかかわり、農家さんなどとのか

かわりについて実名を挙げて紹介いただき、次に江別市の農業

について、「就業の年齢や耕地面積」、「道内農業ランキン

グ」、「農業産出額」、「作付面積」の統計を含めて概要を説

明していただいた。 

 地域おこし運動では、まちづくり運動の実践事例について多

くのスライドで報告いただいた。最後に「置かれた場所で咲き

なさい」（故渡辺和子ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ清心学園理事長の言葉）、「境

遇は選ぶことはできないが、生き方は選ぶことはできる」との

言葉を紹介して締めくくりました。 

 両者のご講演後、岩野英知教授（獣医生化学ユニット）から

ファージセラピーに関するクラウドファンディング協力要請が

行われた。その後、野副会長の閉会挨拶により講演会を終了し

ました（講演内容の詳細は後日、同窓会ＨＰで動画配信の予定

です）。 

 今年は天候にも恵まれ、傘寿（８０歳）を迎える大学酪農学

科１期生の方々（熊本県や山口県、京都府、新潟県等から）１

２名に母校訪問いただき、谷山理事長・堂地学長への表敬訪問

のあと、記念礼拝にもご出席いただきました。お礼申し上げま

す。 



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

 酪農学園大学入学式概要 
 

 2022年度の入学式が４月５日、本学健民館２にて行われ、

新入生653名（循環農学類206名、食と健康学類96名、環境

共生学類118名、獣医学類124名、獣医保健看護学類79名、

大学院24名、編入4名、再入学2名）を迎えました。 

 式典は、小林昭博大学宗教主任の司式のもとキリスト教の礼

拝形式で行われました。オルガンの前奏、招詞、聖書「マタイ

による福音書22章34～40節」の朗読と続き、祝福と導きを祈

りました。 

 堂地学長は式辞の中で「ロシアのウクライナ侵攻により世界

が分断され、平和が危機的な状況におかれています。黒澤酉蔵

先生を始めとする先達たちが残した、デンマークをルーツとす

る酪農学園大学の建学の精神・理念である『三愛主義』『健土

健民』の考えは、今まさに世界が必要としていますと述べた。 

 （公式HPより一部を転載） 

 とわの森三愛高等学校入学メッセージ  

 

 新入生の皆さんご入学おめでとうございます。心からお祝い申し上

げます。今年度は、全日制２６４名、通信制７１名の入学者が与えら

れました。新型コロナの関係で、保護者の入校は一名に制限させて頂

きました。様々なご配慮を頂きましたことを重ねてお礼申し上げま

す。 

  これから、新しい出逢い、友人、環境…様々な不安なことがあると

思います。特に親元を離れ、寮に入り生活を送る生徒さんにとって

は、新天地での生活に期待と不安が入り混じっていることと思いま

す。 

 少しづつ慣れて、様々なことを乗り越えて成長してくれることを期

待しています。今日まで育ててくれた親御さんへの感謝の思いを胸

に。 

とわの森での新しい一歩を…。（公式ＨPより転載） 

編集後記 
 2021年度は、困窮学生への食支援事業やお年玉プレゼント含め

た「同窓会だより」の単独発行等いろいろと同窓生のご協力によ

り事業を実施出来ましたことにお礼申し上げます。 

 2022年も早いもので半分過ぎました。全国各地で同窓会活動が

再開出来ることを切に願っています。 

 同窓会では総会も終わり、ホームカミングデーも３年ぶりに開

催することが出来、８０名余の方々にご出席いただきました。重

ねてお礼を申し上げます。 

 2023年は同窓会設立５０周年の年となります。前年の今年から

準備を始めていきたいと思っておりますのでご協力をお願い申し

上げます。 

 コロナ感染状況が急速に悪化してきておりますので、同窓生の

皆様にはくれぐれも感染のご注意の上、お過ごし下さい。 

 沈静化の折には、母校に訪問いただき、同窓生会館の方にも 

足を運んでいただければ幸いです。短大時代の復元５番教室見学

や中央館屋上(海抜93ｍ）から石狩平野を一望出来ますので、こ

ちらでご案内いたします。 

酪農学園同窓会 
短期大学同窓会 大学同窓会校友会 


